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― 京都府学力診断テストを活用した学力の経年比較に関する調査研究 ― 

    総合教育センターでは、京都府が20年継続してきた学

力診断テストを活用して、学力推移の把握を目的とした調

査研究を昨年６月から行ってきました。これは全国初の試

みで、この間に３度改訂されたそれぞれの指導要領で学ん

できた子どもたちの学力を比較調査しています。 

 一般的に、テストも受検者も異なる場合、テストAとテ

ストBの得点を単純に比較することはできません。得点の

上昇が学力の上昇によるのか、問題の易しさによるのかを

簡単に区別できないからです。              

   この課題については、専門家や報道機関がしばしば指摘

しているところですが、平成19年に始まった全国学力・学

習状況調査もこの課題には応えることができていません。

実際、国内の小中学校の児童生徒の学力を客観的に経年比

較するデータは非常に少ないのが現状です。 

 そこで、今回の研究では「尺度得点」という概念を用い

て研究を行いました。その結果、平成22年度の小学６年生

の基礎学力は、平成４年度の６年生を上回っていることが

わかりました。学力分布においても、学力に課題のある児

童の割合は減少しています。この間、国語・算数の授業時

数が約３割減少していることを踏まえると、京都式少人数

教育と、診断テストに基づく授業改善の効果が現れたものと考えられます。 

また、中学校の調査では、テスト開始が平成15年度であるため６年間の比較となりました。平成

21年度の国語・英語において、6年前を下回る結果となっています。 

小学校の学力推移 
     「尺度得点」とは 
  比較した年度の問題得点を共通の難易度目

盛のモノサシ上に位置づけ、それを基に統計
的な手法で導いた値で、比較可能にしたもの
です。 
 なお、比較初年度H４の児童の平均を50点

に得点調整し、約2／3が40～60点に入る（標

準偏差10点）ように標準化されています。  

中学校の学力推移 
この調査研究では、難易度目盛を揃えるモノサシを作成するために

相当数の調査データを必要としました。調査にご協力いただいた府内

小中学校及び市町教育委員会に改めて感謝いたします。 

また、調査研究をまとめた冊子「京都府学力レポート2011」とそ

の要約版を作成し、要約版は資料とあわせて府内の全小中学校に送付

しております（7/5付）。なお、総合教育センターのホームページ

（ITEC)からも、レポート冊子の一部と要約版を閲覧・ダウンロード

できますので、内容の詳細については、そちらをご参照ください。 



 被災者の中には避難所の体育館からホテル

に移ってきた人たちもいました。そのホテル

の温泉で初老の男性が孫と思われる3歳ぐらい

の男の子に「いい湯だったねえ。体育館に避

難していたときはたいへんだったなあ」と痛

そうに腰をさすりながら自分に言い聞かすよ

うに語りかけていました。教職員の多くも被

災しています。大熊町では77名の教職員のう

ち75名が学校と一緒に避難し、避難先から通

勤しているということでした。被災者に寄り

添いながら支援するとともに、 

今回の生々しい体験を語り継 

ぐことの大切さを思いました。 

～センターからの一言～ 
自分の力量不足を感じる。その心をうち明けられる環境の心づよさ。 

 平成19年の開設以来、カリキュラムルームには多数の教育図書や学習指導案などを備え

ています。夏季休業中の期間にも、どんどんご活用ください。 

【開室時間】 

平 日 午前９時～午後５時 （初任者研修実施日は午後８時までですが、 

                 午後６時以降の利用は予約が必要です。） 

土曜日 午後1時～午後５時  （前日までに予約が必要です。） 

    ※北部研修所は第２・４土曜日のみの開室です。 

【予約電話】 総合教育センター：075－612－2950   北部研修所：0773－43－2934 

カリキュラム 

コーナー 

月刊教育誌、学習指導案、参考図書などバックナンバーも

含め展示しています。各資料の閲覧だけでなく、教材研

究、テーマ研修などの話合い、教職員の方々の話合いの場

としてもご活用いただけます。 

授業づくり、生徒指導、学級経営、保護者対応などの相談に応じます。 

経験豊富なアドバイザーが常時待機していますので、気軽にお越し下さ

い。 

コンサルテーション 

コーナー 

視聴覚教材、「授業実践ＤＶＤ」などの視聴、インター

ネットの利用ができます。 
メディアコーナー 

教職員の方々のさまざまな悩みへの相談に応じます。 

専門の臨床心理士が丁寧に対応しますので、気軽にご連絡ください。 カウンセリング 

小中学校が会津若松市に一時的に移転した

大熊町での教育支援について 

  

新着情報も、常に更新しています。京都府総合教育 

センターホームページ （ITEC)を御活用ください。 

▼「研修講座」の 

   事前確認に！ 

・講座の詳細や持参 

   物などを記載した  

   講座要項が閲覧でき 

   ます。 

▼「研究成果」の 

ご活用を！ 

・センターが開発した 

   さまざまコンテンツ 

   を閲覧、ダウンロー 

   ドできます。 

http://www.kyoto-be.ne.jp/ed-center/ 

 ７月から新たなシステムを導入し、 

頻繁にホームページを更新しています！ 

ぜひ、チェックしてみてください。 

東日本大震災に係る教育活動支援報告（その２） 


